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１年 岡本穂香 吉本心美

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
これから、岡山県立倉敷鷲羽高等学校新聞部が発表を始めます。テーマは「エシカルでつながる今と未来」です。



きっかけ

新聞部

ボランティア活動

エシカル？

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
きっかけは、新聞部で「持続可能な社会」というテーマで取材を始めたことからです。そこで「エシカル」というキーワードが出てきました。また、地域のボランティア活動でも「エシカル」というキーワードが出てきました。これらの活動を通して、「エシカル」ってなんだろう、「持続可能な社会」ってなんだろう、「私達にできること」はなんだろうと考え始めたことからです。



発表内容

１．「エシカル」ってなぁに？

２．企業の取り組み

（１）株式会社ジャパンブルー

（２）株式会社明石スクールユニフォームカンパニー

３．地域の取り組み（ハウスプチ）

４．今、私たちにできること

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
本日は、このような流れで、発表していきます。



１．「エシカル」ってなぁに？
＝「倫理的な」

環境

社会 地域

人

エシカル
思い・行動

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まず、エシカルとは、英語で直訳すると「倫理的な」という意味です。持続可能な社会の形成のためのキーワードで、人や地球環境、社会、地域に配慮した考え方や行動のことを指します。人間が本来持つ良心から発生した社会的な規範に基づくもので私たち一人一人の考え方や行動がカギを握ります。



２．企業の取り組み

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に、私達が取材した企業のエシカルな取り組みを紹介します。



繊維の街 児島
ジーンズ 学生服

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
本校の位置する児島は、繊維の街として有名で、主にジーンズや学生服は全国でトップシェアを占めます。



（１）株式会社ジャパンブルー

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まずは、桃太郎ジーンズなどを展開する「株式会社ジャパンブルー」さんを取材しました。



何からできている繊維でしょう？

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
さて、この繊維は何からできていると思いますか？



バナナの茎からできた繊維！

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
実は、これはバナナの茎からできた繊維なんです！



バナナ繊維

バナナの茎から

繊維、ジーンズへ！

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
通常、ジーンズの原料は綿ですが、ここでは、このバナナ繊維とコートジボワール綿の混紡糸を使ったデニム生地を開発されたそうです。



タイ（バナナ農園）

年間１０億トン

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
一度収獲されたバナナの茎は、収穫後伐採、焼却されてしまい、その量は世界で年間１０億トンといわれています。



交通量
の増加バナナの木を

伐採､焼却

二酸化炭素の発生が
深刻な課題

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
タイでは、バナナの茎の伐採・焼却や、交通量の増加による二酸化炭素の発生が、深刻な課題になっています。



繊維を生み出す

第４の天然繊維
になるかも？？

①バナナ→繊維化→環境保全

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
そこで、ジャパンブルーの岸本さんはこの課題に着目し、バナナの茎を繊維状にし、デニム生地にすることに成功しました。ただ茎を燃やすだけより、繊維にし、輸送して再利用した方が環境への負荷の軽減となります。綿と比べて吸水性、放熱性と機能的にも優れており、綿・麻・ウールに次ぐ第４の天然繊維となる可能性もあります。



「原種に最も近い綿」

ジーンズが誕生した当時に最も近い綿
・不均一
・クリーム色
・優しい肌触り
・しなやかなはき心地
・自然な経年変化

②コートジボワール綿→オリジナル化→貧富差の改善

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
また、コートジボワール綿は、最も原種に近い綿といわれてます。



技術の発達
生産性UP

コートジボワール

より多くの
綿花を供給
＝収入UP

コートジボワールの
発展へと繋がる

コートジボワールは
貧富の差が大きい！売り上げ

の一部を寄付

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
しかし、コートジボワールでは農業技術が発達しておらず、綿の生産性が悪い状態が続いています。ジャパンブルーはそれを改善するため、ジーンズの売り上げの一部を現地に寄付しています。寄付により道具を購入するなどし、技術が発達し生産性があがり、より多くの綿を供給できるようになれば、現地の方の収入が増えるからです。



コートジボワール綿

日本の国旗を
イメージ

コートジボワール
共和国の国旗を

イメージ

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
デニム生地の耳の部分にそれぞれの国に対する想いが表れています。



破れたジーンズを
刺し子でリメイク リンゴジュースのしぼり

かすを再利用した素材

その他の取り組み

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「私たちの街をハッピーにしたい」という思いからジャパンブルーのエシカルプロダクトが始まったと話してくれました。



（２）株式会社明石スクール
ユニフォームカンパニー

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
続いて、私達の制服でもお世話になっている「株式会社明石スクールユニフォームカンパニー」にも取材に行きました。



（２）株式会社明石スクール
ユニフォームカンパニー

「Reサイクル」から

「Upサイクル」へ

「LEAP」＝躍動、飛び越える

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まずは今秋に発表されたばかりの再生素材「プラスLEAP１００」についてです。LEAPには、躍動、飛び越えるという意味があります。「リサイクル」を越えて、元の製品よりも価値の高い物を生み出す「アップサイクル」という取組みを進める想いが込められています。



ペットボトルから制服に

５００ml
２５.５本

「＆プラス」

温室効果ガス排出量が

６１％削減！

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
例えば、使用済みのペットボトルを加工して、ペレット状にします。そして、そこから作られる制服、＆+というブランドがあります。５００ｍｌのペットボトル２５．５本が、１着のジャケットに変身するそうです。この＆＋は、石油から作られる制服よりも、製造過程での温室効果ガス排出が６１％削減されており、はるかに環境に配慮されています。



古着の回収

新しい製品へ

分解して
ペレットに

BRING（ブリング）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
また、「ブリング」という取り組みがあります。明石スクールユニフォームカンパニーでは、不要になった制服の回収を行い、新しい製品を生み出しています。



３．地域の取り組み

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
最後に、地域の取り組みについてです。



地域の駄菓子屋「ハウスプチ」
代表 原田 香織さんの思い

新型コロナウィルスの影響で
アルバイトができない大学生
や、地域住民が定期的に集え
る場所をつくりたい。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
私達はボランティア活動で、フードパントリー児島代表の原田さんからこのような思いを聞かせていただきました。



「フードパントリー児島」開設！

互近助
パントリー

食品関連企業

地域住民

地域団体

フードパントリー児島

無償で提供

生活困窮世帯の方
などへ配布

（毎月第４木曜日）

フードシェア

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「フードパントリー児島」には、様々な企業や地域団体から、無償で提供を受けた食品などが集まります。それを生活困窮世帯の方へ、毎月第四木曜日に「フードシェア」として無料配布しています。生活の安定及び改善を図る、新しい見守り・支え合いの仕組みです。



孤食や孤立といった
こども達のニーズを
知る機会にもなり、
今まで以上にこども
達に寄り添う必要が
ある。

「フードパントリー児島」
代表 原田 香織さんの思い

地域住民と気軽に会
話ができるようにな
り、「集う」ことが
地域のつながり作り
になる。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
原田さんは、フードシェアのイベントを通して、もっと地域とつながりたいという思いを強くされました。



「フードパントリー児島」に寄付された
食材を使用した料理を提供する

「大正橋こども食堂」開設へ！

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
そこで、寄付された食材を使用した「子ども食堂」を開設しました。ここには、たくさんの地域の方々が運営ボランティアで参加されおり、私達もその一員です。



オープンに向けて

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まずは、オープンに向けて、地域の方と一緒にお店の片付けや準備をお手伝いしました。



看板の製作
デニム生地も
倉敷市下津井

「高木ソーイング」様
より提供

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
また、看板製作もしました。生地は、地域の「高木ソーイング」様より提供してもらったものです。



令和３年７月１７日（土）

「大正橋こども食堂」オープン！！

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
そして、令和３年７月、はれて、大正橋こども食堂がオープンしました。



令和３年１０月１６日（土）
令和３年１１月２０日（土）
令和３年１２月１８日（土）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
大正橋子ども食堂は、毎月第３土曜日のみのオープンで、毎月本校からも様々なコースの生徒が参加し、運営のお手伝いをしています。



１１月、１２月のフードパントリーに向けての
賞味期限の確認と食品の仕分け作業

賞味期限チェック＆食品の仕分け作業中

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
また、フードシェアに向けて、食品の賞味期限の確認と、仕分け作業もしています。たくさんの食品が集まっていて、「困っている人の手助けをしたい」という提供者の方の思いを感じます。



①能動的に情報を得て、
発信していくこと。

②地域のために実際
に動いてみること。

４．今、私たちにできること

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
このような活動を通して、今私達にできることは、この２点だと考えます。



①能動的に情報

を得て、発信

していくこと。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まず、１点目は、能動的に情報を得て、発信していくことです。これについては、新聞部が発行している「倉敷鷲羽新聞」で今年度大きく取り上げ、発行しました。毎月オープンする子ども食堂でも地域の方に配布しています。地域のエシカルな取組みを、まずは地域の方に広く発信していきたいと考えています。



未来創造科 普通科・ビジネス科

①能動的に情報を得て、発信していくこと。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
また、明石様のご協力により、校内でもブリングの取り組みをしていただきます。倉敷鷲羽高校は一昨年度から学科改編を機に、制服もリニューアルしています。



①能動的に情報を得て、発信していくこと。

制服・体操服
回収ボックス

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
今年度卒業される3年生の制服や体操服が、未来へつながるよう、回収を呼びかけています。このように、校内に回収ボックスを設置して回収していただきます。



・運営ボランティア
・「実験教室」の開催
・「折り紙教室」「絵本の読み聞かせ会」の開催
・宿題のサポート

②地域のために実際に動いてみること。

地域とつながる

「大正橋こども食堂」を拠点として

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
２点目は、地域のために実際に動き、地域とつながる事です。こども食堂の運営ボランティアはもちろん、地域のこども達とつながる活動を考えています。



②地域のために実際に動いてみること。

「大正橋こども食堂」を拠点として

普通科（文理コース）生徒
によるスライム作り体験
開催！

普通科（保育コース）
生徒による折り紙教室

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
１２月は、普通科文理コースによるスライムづくり体験コーナーを実施しました。1月には、スライム作りと保育コースによる折り紙教室を実施予定でしたが、新型コロナウイルス感染拡大を受け、残念ながら中止となりました。しかし、来月からまた本校の様々なコースの特色を活かし、地域とつながり続けたいと思っています。



エシカルで
つながる今と未来

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
今を生きる私達に求められているのは、未来へつなぐバトンを作り、つなげていくことです。これこそが、エシカルな社会を実現させる第一歩だと考えます。まずは地域に目を向け、古着やペットボトルの回収など、自ら取り組むことでこのバトンはとながっていきます。私達も、「エシカルでつながる」。そんな未来を創造するために、情報の発信や、積極的な行動をつなげていきたいです。



ご静聴ありがとうございました

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
以上で倉敷鷲羽高校の発表を終わります。ご静聴ありがとうございました。
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